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地質ニュース 653号

1．地質の日とは？

私たちの住んでいる大地は，地層，岩石，土壌な
どでできています．これらの性質のことを「地質」と呼
びます．地質とは，まさに大地の性質＝Quality of
Earthのことです．地質はエネルギーやさまざまな素
材の基となる鉱産資源，温泉や美しい景観など私た
ちに豊かな恵みを与えてくれます．また，構造物の建
設，地下空間利用や，廃棄物処理などの環境面でも
地質は重要な役割を果たします．しかし一方で，地質
は，地震，火山噴火，斜面崩壊などによって大きな災
害をもたらすこともあります．
このように，「地質」は人間社会と深く関わっていま
すが，「地質」の重要性や，地質に携わる人々の活動
は，一般にはほとんど知られていません．一般の
人々が地質をより身近に感じ，理解できることによっ
て，安全・安心で豊かな暮らしが確保できるとともに，
地球や環境を大切にすることにもつながります．地質
の日は，さまざまなイベントや日常の活動を通じて地
質への理解を推進する日として制定されました．

2．地質の日の由来

5月10日は，明治9年（1876年），ライマンらによって
日本で初めて広域的な地質図，200万分の1「日本蝦
夷地質要略之図」が作成された日です．また，明治11
年（1878年）のこの日は，地質の調査を扱う組織（内
務省地理局地質課）が定められた日でもあります．

3．「地質の日」元年（第1回）記念行事

平成20年（2008年）5月10日に，全国の地質に関係
する人たちと第1回の記念行事（一般向け）を行いま
した．地質の日は，2007年3月13日に，地質関係の組
織・学会が発起人1）となって定められました．その後，
「地質の日」事業推進委員会2）が発足し，地質の日を
広めて来ました（第1図）．

1）発起人：日本地質学会，日本応用地質学会，日本
情報地質学会，日本古生物学会，資源地質学会，
（独）産総研地質調査総合センター，北海道立地質
研究所，神奈川県立生命の星・地球博物館，（社）
全国地質調査業協会連合会，（NPO）地質情報整
備・活用機構（順不同）．

2）事業推進委員会：日本地質学会，日本応用地質学
会，日本情報地質学会，日本古生物学会，資源地
質学会，日本堆積学会，日本第四紀学会，（独）産
総研地質調査総合センター，日本科学未来館，北
海道立地質研究所，神奈川県立生命の星・地球博
物館，（社）全国地質調査業協会連合会，（社）東京
地学協会，（NPO）地質情報整備・活用機構，（独）
国立科学博物館，全国科学博物館協議会（順不
同；2008年8月末現在）．

1）「地質の日」事業推進委員会委員長
2）産総研 地質情報研究部門
3）産総研 東北産学官連携センター
4）産総研 地質標本館
5）産総研 地質調査情報センター
6）産総研 北海道産学官連携センター
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4．今年度以降の「地質の日」事業

全国各地で行われた「地質の日」元年の事業は，好
評のうちに終了することができました．「地質の日」事

業を行った皆様にお喜び申し上
げるとともに，皆様のご努力に敬
意を表します．
5月は野外行事に最適な季節で
あることから地質の見学会等が無
事に行われることを期待していま
したが，当日の天候不順により一
部が中止になった行事もあったと
のことです．しかし，全国の博物
館や研究機関等で総計77の行事
が開催され，全体としては充分な
盛り上がりを見せました（第1表）．
「地質の日」元年の事業は成功
裏に終わりましたが，この事業は
平成21年以降も末永く続けてい
くものです．事業推進委員会で
は，今年上手にできたところのや
り方を参考に，他の地域でも地
域の地質に合わせた形で事業を
行えたらよいと考えております．
その参考資料として，地質調査総
合センターおよび地質ニュース編
集委員会と協力し，本誌の1月号
と2月号において，「地質の日」元
年の特集号を企画することにい
たしました．本特集号の記事を参
照し，地方の博物館等の関連機
関が益々元気になり，またジオパ
ークなどの地質情報を使った地
域活性化が進むことを心から念
じております．

NAKAO Seizo, SAITO Makoto, NANAYAMA Futoshi,
TAKAHASHI Yuhei, MORIJIRI Rie, HARA Hidetoshi and
NAKAGAWA Mitsuru（2009）：The anniversary year of
"Geology Day" in Japan: An introduction.

＜受付：2008年7月29日＞

第1図 「地質の日」事業推進委員会の作成したポスター．
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第1表　日本各地で地質の日に行われたイベント一覧．
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